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EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(しんしゅ),進取)の精神を抱き、地域ともに歩もう
心を動かすＪＣ運動による

活力ある「やまがた」の創造を目指して
【はじめに】

昔ながらのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かんふうけい),環風景)が残され、四季折々の移り変わりに感動を覚えることができる豊かな自然環境に恵まれた郷土「やまがた」。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いにしえ),古)よりコミュニティが織り成す郷土愛やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そうご),相互)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふじょ),扶助)の精神を脈々と受け継いできた地域であります。この愛する我がまちを元気にするために、我々ＪＣが進取の精神を抱き、自らを奮い立たせながら夢と希望溢れる社会を創るための原動力となりましょう。そして地域社会から信頼される存在、頼もしいＪＣを確立しましょう。
我々の先達は戦後の荒廃した最中、誰もが肩を落とし将来への希望も持てない状況下にあって、あえて自らを奮い立たせ日本の復興のために努力を重ねました。おそらく当時は社会や国民から求められるような背景ではなく、自らが考え、自らが信じる道を歩み行動したものと思われます。そしてその後も地域の発展を願う同志が会い集い、ＪＣというまちづくり運動の輪が広がり、社会から認められる存在へと飛躍していきました。

今まさに我々現役メンバーは創始の精神に学び、自らの手で次代を切り開くという大いなる志を胸に、自分たちが成すべき事をしっかりと自覚することが大切であります。そして、政治、経済、社会制度、自然環境や人間関係などあらゆる事で行き詰まりや混迷を感じる世の中にあって、やまがたに活力をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もたら),齎)し明るい兆しを見出すため一人ひとりが地域の事情に真剣に目を向け、地域と共に歩むという心を抱きながら明るい豊かな社会を創造していきましょう。
我々の小さな努力の積み重ねと大きな夢を抱くという志は、必ずや県民の方々へと伝播し、社会に夢と希望をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みなぎ),漲)らせることができると確信します。
【まちを思う同志が集い、郷土愛と誇りをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょうせい),醸成)しよう】

県内の青年会議所には１７通りのビジョンがあり、地域を思い地域の実情に目を向けながら運動を展開しています。そんな地域の目線で活動しているＪＣが一つの輪となりスケールメリットを発揮すれば、計り知れない程の力となり限りない可能性を帯びます。継続事業である「ふるさとＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクト」を実施し、志を同じくするＪＣと関係団体、市民との友好をさらに深めていきます。そして事業活動から芽生える郷土愛をさらに醸成させ広く社会に伝播します。
また、他団体との連携を一層強め、地域の特性を加味した共感できる運動を行うことで、多くの市民にまちづくりに対する関心を抱いていただきます。そしてそれらの取り組みが地域の魅力を再認識することに繋がり、全ての人に自信と誇りを感じさせ社会に活力を齎します。それが延いては市民主導型のまちづくりへと発展していくものと考えます。
【市民意識を向上し、夢溢れる未来を創造しよう】
２０１０年５月に憲法改正国民投票法がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しこう),施行)されましたが、未だ多くの国民が関心を持っていないのが実情であると考えます。つまり主権者として真剣に目を向けること無く、判断できるだけの準備や理解すら出来ていないわけであります。我々ＪＣは憲法への関心を促すために憲法タウンミーティングを各地で開催してきました。参加者への一定の意識向上は図られたものの、今後はさらに伝播させるため国民参加型の憲法議論を深めていきます。

また、政治選択の機会を増やすために全国のＬＯＭでマニフェスト型公開討論会を開催してきました。これまでの継続的な展開により選挙の様相は変化し、市民の参加意欲が増加したものと考えます。今後もさらに選択意識を昇華させるためＬＯＭ支援という形で推進していきます。
【未来を背負うEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たくま),逞)しい人材の育成】

青年会議所は個人の集合体であり、様々な個性のぶつかり合いがさらに魅力的な団体へと昇華します。己を律し、現状に甘んじることなく常に高みを目指しながら果敢に挑戦する。そんな逞しい青年が一人でも多くこのまちに存在すれば、将来に希望を持てる真に豊かな社会が展望できます。

そのためには、自分たちが日頃から行っているＪＣ活動に自信を持ち、社会に貢献するという使命感を抱くことが必要です。そして一人ひとりのＪＡＹＣＥＥが自らを高め、資質の向上と能動的な発想のもとに行動できる頼もしいリーダーであることが大切です。ＬＯＭでは行えない教育をブロックアカデミーというフィールドで実践させていただき、自らの力で時代の扉を切り開く、主体的に未来の創造に参画する、そんな地域や社会の担い手となる頼もしくも逞しい人材の育成に努めます。
【ＬＯＭ支援を通して、心底頼られるブロック協議会へ】

ブロック協議会は日本ＪＣとＬＯＭとの重要なコミュニケーターとしての役割を担う存在であり、相互の迅速かつ正確な情報伝達や各種プログラムの紹介などを行い、より連携した運動を展開するためにさらなる意識の共有化を図ります。また公益法人制度の対応など県内各ＬＯＭが求めている情報や現在抱いている問題の解決策など、それぞれが充実した運営を行えるよう積極的にＬＯＭ支援を実施します。
さらにより一層地域社会から共感と信頼を得るためにはＪＣガバナンスの構築が必要であり、組織の健全化・透明化・効率化を図りながら説得力のある組織進化を目指します。そして協議会へ出向しているメンバーが、活動から得られる価値ある実りをＬＯＭに持ち帰ることができるよう満足度の高いブロック運営を心がけ、合わせて県内のＬＯＭおよびメンバーから心底頼られるブロック協議会を目指します。
【地域貢献と国際貢献】
　近年地球温暖化などの影響もあり、気温上昇や局地的豪雨、渇水など異常気象が発生しています。昨年ブロック協議会では有事に備えるためにＪＣの全国ネットワークを活かした民間初の救援相互協定を締結しました。本年はさらに地域と連携した災害支援活動を推進し、市民の危機管理能力を向上させる仕組みを構築します。そして地域から求められ頼られるＪＣを確立します。
また、日本ＪＣはＪＣＩにおけるイニシアティブと影響力を発揮しながら、世界の平和と繁栄に貢献するため民間外交の一翼を担っています。その一環としてＪＣＩと国際連合の連携事業であるマラリア撲滅運動「ＪＣＩ　Ｎｏｔｈｉｎｇ　Ｂｕｔ　Ｎｅｔs キャンペーン」を各地域で推進し、気高き日本人として国際社会における責任を果たしていきたいと考えます。
【地域と共に創る会員大会】

会員大会はメンバー同士の結束力を高め、地域から求められる団体としてＪＣの確固たる理念とビジョンを力強く発信する場であります。そこには一つの思いを抱き、共に歩みを進める同志との友情や信頼関係、連帯意識が生まれ、さらなるＪＣ運動の相乗効果が齎されます。
また、我がまちの素晴らしさや魅力を市民と共に再認識できる場でもあり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふるさと),故郷)の輝く未来を共に考える格好の機会であります。市民と他団体、ＪＣとが一体となって開催することにより、郷土を大切に思う心、人と人との繋がりと絆、地域に対する自信と誇りなど様々な意識を醸成します。全ての人、物、事への感謝の気持ちを抱きながら、輝きに満ちた未来を想像できる会員大会をすぐれた伝統と歴史をもった未来あるまち南陽の地で開催します。
【国際感覚溢れる地域を視野に】

やまがたには悠久の歴史、豊かな文化、美しい自然、そして温かい人付き合いから生まれた助け合いの精神と思いやりの心が根付いています。これら誇るべき地域の魅力を自信を持って県外、国外に向けて発信することにより、一層やまがたの素晴らしさを向上することができるものと確信します。取り分けドラマや映画、独特の地域色が話題となり注目を浴びているこのやまがたは、物や事だけでなく、そこに住んでいる県民そのものが魅力的な観光資源であり、常に訪れる人々を温かく迎え入れるという御もてなしの心が息づいています。そういったありのままの山形を多くの方々に体感していただきたいと思います。
昨年、（社）山形青年会議所はアジア太平洋地域会議（ＪＣＩ－ＡＳＰＡＣ）の国内誘致権を獲得しました。数年後を開催目標としているこの大会は多くの外国人がやまがたに訪れることもあり、国際感覚溢れる地域を創造し観光の振興に繋げるためには格好の機会となります。また、多くの県民とＪＣメンバーがグローバルな視点で外国人と交流を図ることで、一人ひとりがこのやまがたに対する誇りを抱く好機となります。　
やまがたの愛好者を一人でも多くつくるために、ブロック協議会としてもＡＳＰＡＣの国際誘致権獲得に向けた招致活動を支援していきます。
【むすびに】

やまがたという地域をこよなく愛し、お互いの価値観を認め合い、事業を通して多くの県民の方々と共に様々な感動を共有することができれば、郷土愛と地域力を醸成することができます。また自分たちの身の回りで起きている出来事や問題点に関心を持ち、地域の取り組みにも積極的に参画をすることで、地域に根付いた説得力のあるＪＣ活動ができます。そして自身が地域の一員として存在し、地域と共に生きていくという自覚と責任、周りの人たちへの感謝の気持ちを抱くことも大切なことであります。
人は誰もが心のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きんせん),琴線)に触れてはじめて、どんな困難でも乗り越え何事にも成し遂げるという意欲的な感情が芽生えます。やまがたに元気を取り戻し活力あふれる豊かな社会に発展させるには、県民一人ひとりの心を動かすことが何よりも大切であります。先ずはＪＣメンバー同志が互いに心の触れ合いを意識し、共に支え合いながらより強固な力を発揮するための結束力を高めることを強く望みます。そして県民の心に訴えるＪＣ運動を展開しながら、温かくも信頼感のある安心で安全な社会を構築します。
我々の考え行動が必ずや県民の心を奮い立たせ世の中が好転することを信じて、そしてまた、未来への希望を託す子どもたちが健やかに成長することを願い、勇気と使命感を持ってＪＣ運動に邁進していきたいと考えます。
変革の能動者たらんとする青年として、やまがた人としての誇りを抱きながら、活力ある真に豊かな社会を創造しましょう。
